






福井県における後方支援の内容

１ ひきこもり相談支援

電話、来所相談、オンライン、訪問により、ひきこもり当事者やその家族、関係
機関からの相談に対応し適切な支援に繋げる。また、フリースペース、家族のつど
いを実施し本人・家族を継続的に支援する。

１ ひきこもり支援者の人材育成

ひきこもり相談や訪問支援に対応できる人材の育成、地域において本人・家族へ
の適切な支援に繋ぐことが出来る人材の育成のため、関係者向け研修を実施する。

１ 市町支援チームの設置

市町において多様かつ専門的な観点から支援を実施できる体制を整備するため、
既に配置されている職員に加え、多職種から構成される専門チームを設置し、市町
の体制づくりや事例等の対応について、専門的な観点から助言を行う。

１ ひきこもりに関する情報発信

ひきこもりへの理解を深め、必要な方へ支援を届けるため、リーフレット等の配布、
ＨＰ掲載等の広報活動のほか、住民向けの学習会を開催し、情報発信を実施する。
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県と市町が連携し、今後ますます充実が求められるひきこもり支援の体制を構築する。
県ではこれまで行ってきた悩みを抱える方や家族に対する相談を継続するとともに、身近な市町で相談や
支援が受けられる体制を整えるため支援を行う。
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